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研究要旨 透析アミロイドーシス (DRA)は、透析期間が増加するにつれ発症が増加する。日本透析医学

会の統計データを基に、近年約 10 年間において DRA の代表的症状である手根管症候群 (CTS)手術既往

歴を疫学的に調査分析した。その結果、CTS 手術既往歴は 2010 年に対して 1998 年における透析期間な

どを調節したオッズ比が 2.22 (CI: 1.68-2.95)と高いことが判明した。同じ透析期間でも近年 CTS 発症率

が低下していることが推測された。その背景に透析技術の進歩、特に透析液清浄化の向上があるのでは

ないかと推測された。また、DRA は CTS 以外にも多種の骨関節症状を呈する。これらが複合的に発症

すると患者の QOL は悪化することが判明した。DRA 重症度として、骨関節症状を複合的に組み合わせ

スコア化して評価することが有用と考えられた。 
 

A. 研究目的 
透析アミロイドーシス (DRA)は多種の骨関節

症状を呈する。その中で手根管症候群 (CTS)の有

病率が最も高い。透析療法の環境はここ 20 年進

歩している。その中で CTS の有病率が低下してい

るか検討した。また、その他の骨関節症状を含め

て、DRA の骨関節症状の重症度評価法を検討した。 
 

B. 研究方法 

日本透析医学会の全国統計調査データを用い、

1999 年及び 2010 年の CTS に対する手根管解放術

既往歴の頻度を比較検討した。また、手根管解放

術既往歴に寄与する関連因子を多変量解析で評

価した。更に DRA 重症度に関しては各骨関節症

状をスコアリング化して総合評価を求めた。 

 
（倫理面への配慮） 

日本透析医学会の全国統計調査データは、各透

析施設においてデータ収集に関する任意同意を

患者向けに掲示している。また、解析においては

連結不可能な匿名化データとして解析している。

虎ノ門病院のデータは院内倫理委員会の許可修

得後後、同様に匿名化データして解析に供してい

る。 
 
C. 研究結果 

本邦の 166,237 人の透析患者を対象とするコホ

ート研究で、多変量解析で求めた手根管解放術既

往歴に寄与する有意な臨床因子は、透析歴、年齢、

女性、低アルブミン、糖尿病歴であった (Hoshino 
J, Yamagata K, Nishi S, et al. Carpal tunnel surgery as 
proxy for dialysis-related amyloidosis: results from 

the Japanese society for dialysis therapy. Am J 
Nephrol. 39:449-458, 2014)。透析歴が 5 年増すと既

往歴は倍化することが判明した。 

透析患者における手根管解放術既往歴に関す

る、202,726 人の本邦の透析患者を対象とする横

断的な研究を 1998 年と 2010 年に行い手根管解放

術既往歴の頻度を比較した。この疫学的調査では、

2010 年に対して 1998 年の透析期間などを調節し



DRA グループ分担研究報告書 

- 55 - 
 

たオッズ比が 2.22 (CI: 1.68-2.95)と高いことが判

明した 論文発表 1）。多関節痛、CTS、ばね指、

破壊性脊椎関節症などと透析患者の QOL/ADL を

SF36-V2 で評価したところ、これらの症状の組み

合わせたとスコアが高くなると、QOL/ADL の低

下がみられた (Hoshino J, Kawada M, Imafuku A et 

al. A clinical staging score to measure the severity of 
dialysis-related amyloidosis. Clin Exp Nephrol. 2016 
[Epub ahead of print])。 

 
D. 考察 

DRAの代表的症状であるCTSは、非透析患者で

も認められる疾患である。ただし、透析患者にお

いては、透析歴とともに発症頻度が増すことが確

認されたことから、透析による何らかの発症誘因

因子があることが推測された。透析状態による酸

化ストレスなどもその誘因の一つと考えられる。 
近年になりDRAの手術既往歴が減少傾向にあ

る背景要因は、この疫学調査からは導き出せなか

った。2000年以降、全国の透析施設でエンドトキ

シン除去フィルターが普及し、透析液清浄化が普

及した。透析環境の改善が、酸化ストレスを軽減

しDRA発症を抑制している可能性が推定された。 
DRAはCTS以外にも多種の骨関節病変がみられ

ることが特徴である。これらが複合的に発症する

と患者のQOL/ADは悪化する。DRAの骨関節症状

を複合的に組み合わせて重症化スコアを作成する

ことには妥当性があると考えられた。 
 
E. 結論 

DRA の代表的症状である CTS の発症は近年低

下していると推測された。また、DRA の骨関節症

状を複合的に組み合わせた、重症度スコアの作成

が有用と考えられた。 
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